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入札契約適正化

「
地
域
維
持
型
J
V
」
な
ど
盛
る

政
府
は
9
日
の
閣
議
で
、

公
丑
王
事
入
札
契
約
適
正
化

法
に
基
づ
く
入
札
契
約
通
止

化
指
針
の
改
正
を
決
定
し

た
。
災
害
対
応
な
ど
の
地
域

維
持
事
業
を
坦
っ
地
域
禁
皿

業
の
疲
弊
や
、
建
設
市
場
の

抑
小
に
伴
う
ダ
ン
ピ
ン
グ
受

‥
圧
の
激
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

を
受
け
、
8
月
木
に
改
侶
指

針
の
内
香
を
H
報
告
示
す
る

と
と
も
に
、
国
や
地
方
の
行

政
機
関
な
ど
に
改
作
指
針
に

6
月
の
独
占
禁
止
法
の
改

巧
前
収
誠
司
北
里
父
柚
が

1
0
年
3
日
に
打
ち
出
し
た
入

札
契
約
制
度
の
さ
ら
な
る
牧

者
を
段
階
的
に
寄
食
し
て
湛

札
者
を
決
め
る
方
式
の
活
用

策
の
強
化
▽
暴
力
団
排
除
条

咄
の
整
備
・
清
里
暴
力
団

▽
予
定
価
格
の
設
定
帖
に
設
元
に
よ
る
不
当
介
入
帖
の
適

基
づ
く
拇
り
組
み
強
化
を
軍
書
策
な
ど
を
踏
ま
え
た
項
u

議
す
る
。

も
捕
り
込
ん
で
い
る
。

改
正
指
針
に
は
地
域
維
持
事

仰
木
へ
の
「
包
括
発
注
」
や
最

域
維
持
型
1
V
」
と
呼
ぶ
新

た
な
契
約
方
式
の
導
入
や
、

予
定
価
格
の
車
後
公
表
の
徹

底
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

国
土
交
通
省
は
胤
議
決
定

入
札
契
約
適
正
化
指
針
の

改
臣
は
0
6
年
3
月
以
来
5
咋

ぶ
り
。
改
正
指
針
に
は
、
国

交
胃
の
有
識
者
会
議
「
璧
皿

社
業
戦
略
会
議
」
が
6
月
に

ま
と
め
た
堪
冨
「
建
設
作
業

の
再
生
と
発
展
の
た
め
の
方

策
2
0
1
1
」
の
内
省
を
反

映
さ
せ
た
ほ
か
、
椚
咋
3
日

の
官
製
談
〈
＝
防
止
法
や
州
叶

改
托
指
針
で
新
た
に
加
わ

っ
た
主
な
境
目
は
、
▽
…
．
地

域
維
持
事
業
」
（
災
害
対
応
、

除
丹
」
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
な
ど
）
の
払
い
手
術
保
が

困
難
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
の
新
た
な
契
約
方
式
の
導

入
（
包
括
発
＝
巧
地
域
維
持
刑
L

J
V
）
▽
受
蓑
詳
密
双
方
の

F
l
如
作
戦
の
た
め
入
札
参
加

計
余
餌
か
ら
の
歩
切
り
を
行

わ
な
い
▽
予
定
価
格
、
低
入

札
価
楢
湘
歪
基
準
価
格
、
口
駅

低
制
限
価
格
の
事
後
公
表
▽

不
正
防
臣
強
化
策
と
し
て
、

入
札
堺
田
に
外
部
か
ら
不
ヨ

な
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
場
へ
＝

の
「
記
銀
・
報
告
・
公
表
の

仕
組
み
」
の
導
入
▽
調
査
爪

準
価
格
の
見
直
し
と
、
調
査

盛
準
仙
格
を
下
回
っ
た
腸
八
＝

の
価
格
に
よ
る
失
格
基
準
の

導
入
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
対

湘
・
・
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

国
交
苦
は
、
改
正
指
針
の

M
杏
に
沿
っ
て
必
要
な
措
些

を
講
じ
る
よ
う
、
射
精
胃
と

の
連
名
で
名
石
庁
や
特
殊
法

人
に
、
総
務
省
と
の
連
呂
で

＝
地
万
H
治
体
に
対
し
て
そ
れ

ぞ
れ
要
請
文
雷
を
送
付
す

る
。
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